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1研 究主題

r自ら課題を見つけ、追究し、自己を見つめる総合的な学習の時間」

一 育てたいカと育てたい思いを明確にして 一

1主 題設定の理 由

昨年度の研究員 は、総合的 な学習の時 間において 目指す児童像 を 「かかわ りを大切 にす る

子」 「創造的 に取 り組む子」の2点 に絞 り、研究 を進 めた。そ の結果、学習過程の 中で児童

が意欲的 になれ る場 を設定 し、課題解決 に向けて個 に応 じた指導 を工夫す れば、 目指す児童

像 に近づ くことが明 らかにな った。一方、課題 として総合的な学習の時間のね らいを明確 に

した単元 の構成や指導者 の様 々な支援の工夫を図る必要性が あげ られた。

今年度 は、研 究主題 を設定するにあた り、まず総合的な学習 の時間で育てた い力 を明確 に

して、主題 を考 えてい く必要があると考えた。新学習指導要領の移行措置2年 目に入 り、総

合的な学習の時間の実践が積み重ね られているが、各校 の取 り組みや実態 は様 々である。そ

の中で 、 「どのよ うな活動 を行 うか」 とい うことばか りに 目が 向け られ 、 「活動のね らい」

や 「各学年で どのよ うな力を育てるか」が明確でな いことが、研究 を進め るなかで問題 とし

てあげ られた。

そ こで まず、共通理解 を図るため に、児童の実態 と具体的 に育てた い力 を検 討 した。そ の

結果 、次のよ うに学習活動の3つ の段階での研 究の視点 をまとめた。

【課題設定の段階】

学習を進めて いく時、まず指導が難 しいのは課題 をもつ場面である。研究実践 を重ねる

中で教師側 の支援 がな い場合 、「価値 ある課題」 「追究 し続 ける ことがで きる課題 」 を児

童が 自らが見 出すのは難 しか った。具体的には、

・自ら課題 を見つけるという活動では、 「自ら」を どのよ うに捉 えれ ばよいのか 。

・学年の発達段階に応 じた課題 のもたせ方 には、 どのような ものが考 え られるのか。

・意欲的 に取 り組む ことができる課題 とはどんな ものな のか
。

・児童が課題 設定 を行 うにあた っての効果的な支援 とはどのよ うな ものなのか
。

な どの課題があげ られた。そ こで、 「自ら課 を見つ}る 」 ことを第1の 視点 と した。

【課題追究の段階】

課題解決 のため に追究 が始 まると、学習活動の個人差が大きくなって くる。 内容が深め

られない児童や意欲 を失い最後 まで取 り組めずに終わ らせて しまう児童が見 られ るよ うに

な って くる。具体 的には、

・最後 まで意欲 的に追究 してい くための方法や支援 はどのようなものがあるのか。

・資料、人材、時間 の確保を どのよ うに行 えばよいのか。

・活動の見通 しをもつ力や情報処理能 力な どをどのように育てれ ばよ いのか。

・人 とかかわ る活動 を効果的 に行 うため には、 どのようにした らよいのか。
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な どが課 題 と して あ げ られ た 。そ こで 、～IB'nk]を 第2の 視点 と して 考 え た 。

【自己の生き方 を考える段階】

小学校段階 において 、自己の生き方 を考 えることはまだ困難な児童が多い。具体 的には、

・小学校 にお いて、「自己の生 き方 を考 える」 とは どの ような ことなのか。

・自己の生き方を考 え られ る児童 にす るために、発達段階 に応 じて どの ような体験や学

習が大切なのか。

な どが課題 としてあげ られ た。 また 、「自己の生き方 を考 える」 ことができるよ うにす る

ため には、まず 「自己 を つめる こと」が大 切なのではないか と考 え、第3の 視点 として

考えた。

以上の ことか ら、研究主題 を 「自ら課題 を見つけ、追究 し、自己 を見つめる総合的な学習

の時間」 とし、実践 を中心 に研究を進 めて いくことと した。

2研 究の基本的な考え方について

「自ら課題 を見つけ、追究 し、自己 を見つめる総合的な学習の時間」を実践 してい く上で、

具体的 にどのよ うな力を身に付 けさせる ことが大切か を明 らかに し、その手だて を探 ってい

く必要があるのではないか と考えた。また、指 導計画 を作 成 して いく上で、学習内容ばか り

に注 目せず、育てた い児童 の姿 を明確 に もつ ことが大切なのではな いか と考 えた。

このような理由か らサ ブテーマ を 「育てたい力 と育てたい思 い明確に して」 と設定 した。

具体的な進 め方 は以下の通 りである。

(1)「 育てたい力」 を明 らか にする

育てた い力は 「課題 設定 の力」 「追究す る力」 「伝え合 う力」 「か かわる力」 「振 り

返 る力」の5つ の観点か ら、考 えていくこととした。

(2)「 育てたい思 い」 を明 らか にする

育てたい思 いは各校 の実態や教師の願いによ り異なるが、本研究で は次のように

・相手の立場を理解 し思 いや りをもち、互 いを大切にす る心 や人のために役立つ こ

とに喜び を感 じる心の育成。

・様 々なつなが りを学び、地球 に生きる一鼻 という意識 をもって共 に生きようとす

る心の育成。

の2点 を本研究 における育てたい思 いとし、4年 間を見通 した系統性のある実践例を

研究 していくこととした。

このような視点か ら研究 を進め、研究主題に迫って いきたいと考えた。
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〈研 究 の構 想〉

総 合 的な 学 習 の 時 間 ね らい
・自 ら課 題 を見 つ け 、 自 ら学 び 、 自 ら考 え 、 主 体 的 に判 断 し、 よ りよ く 問題 を解 決 す

る資 質 や 能 力 を育 て る。
・学 び 方 や もの の考 え方 を 身 に付 け 、 問題 の解 決 や 探 求 活 動 に 主体 的 、 創 造 的 に取 り

組 む態 度 を 育 て 、 自己 の 生 き方 を考 え る こ とが で き る。

・創 意 工 夫 を行 か した 教 育 活 動

・自 ら考 え る 力 の 育 成

・基 礎 ・基 本 の 定 着 と個 性 を

生 かす 教 育

1-・ 一 研 究 主 題 一 ・一 ・一 ・-t-・_,_,_、_,_

・自 ら課 題 を作 る こ とが 難 しい

・最 後 ま で意 欲 的 に取 り組 む こ と

が で き な い
・自己 の 生 き 方 を振 り返 る こ とが

難 しい

自 ら課 題 を見 つ け、 追 究 し、

自己 を見 つ め る総 合 的 な 学 習 の 時 間

、_,-7,-7,-7,-r,」 圏r,」v,躍,」r,」7,-7ノ 」v,_,」 匿,置,」r,編7,」7,」 ■7,一,」7,」v'置,」 ■'」7'」7ノ 」r'」7'」7'4■r'」7'」7'」 ■曜,」 匿'」幽

育てた い児童 像

育て たい力

課題 設 定 の 力

追 究す る 力

伝 え合 う力

かか わ る 力

振 り返 る力

育てた い思 い

・相 手 の 立 場 を 理 解 し、 思 い や りを

も ち 、 互 い を 大 切 に す る
・様 々 な つ な が りを 学 び 、 地 球 に 生

き る 一 員 と い う 意 識 を も っ て 、 共

に 生 き よ う とす る

研究の 内容

先行研究 の

調査分析

育て たい力 と育 てたい思

いを明確 に した指 導計画

の作成 回
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ll研 究 の 内審

1基 本的な考え方

(1)育 てたい力について

本研究では、総合的な学習の時間における児童の活動 につ いて、次のよ うな課題が見 ら

れると話 し合 った。

中学年児童 の実態

・活動は、意欲的である。

・課題 をもつ ことに慣れて いない。

・友達 と同 じ課題を作 って しま う。

・「なぜだ ろう」 「不思議だ」という意識 はもつが、課題 に発展 して いかない。

・資料 を活用す る経験が少ない。

高学年児童 の実態

・抽象的な課題 を作 っている。

・相手 に分か りやす く、興味 を引きつ けるよ うな発表ができな い。

・自分の考えを深め ることができない。

また、平成13年 度の東京都教職員セ ンターの調査で総合 的な学習の時間の実施状況調

査 の中で、本研究 にかかわ る項 目につ いて参考 とした。

ア'「 総台的な学 習の時間 で児童 に身 につけさせた いカ と してどの程度重点 をお いたか。ノ

① 自ら課題を見付ける力を育てる

② 課題解決や探究活動に主体的に取 り組む力

を育てる

③ 情報の集め方 ・調べ方やまとめ方等の学び

方を身に付ける

④ 友人やまわ りの人と協力して取 り組む社会

性や協調性を育てる

⑤ コミュニケーション能力を育てる

⑥ 各教科等で身に付けた知識や技能を総合的

に関連付ける力を育てる

⑦ 新たな考えや、自分な らではの方法を創 り

出す力を育てる

⑧ 自分のよさに気付き、生き方について考え

る力を育てる

⑨ 社会の変化に主体的に対応できる力を育て

る体験を通 して、働 くことや社会の一員で

あることの大切さに気付く

⑩ その他

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

0% 50% 100%

ロ特に重点とした ■重点とした

■あまり重点としなかった 園重点としなかった
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☆この回答 の中で、① は、課題設定の力 ②③⑥⑦ は追究する力 ④⑨はかかわる力、⑤ は

伝え合 う力 ⑧⑩ は振 り返 る力 に対応す る。特 に①か ら⑤ までを重点である と答 えた学級

が、80%を 越 えている。

イ'「 総台的な学 習の時働 の学習を決 めるにあた り、どの程度重点 をお いたか。』

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

児童の興味 ・関心

育てたい資質 ・能力

地域の特色

教科等の学習内容 との関

連

保護者の要望

学校行事との関連

体験的活動

自己の生き方

今 日的な教育課題

その他

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

ロ特に重点とした

■■点とした

■あまり重点としなかっ
た

團重点としなかった

O覧50×100弘

☆ 育てたい資質 ・能力に重点 をおいている学校 は、88.6%で ある。ア とイ の調査か ら各

学校では、児童の育てた い力を明確 に して取 り組む姿が見 られる。

ウ'「 総 合的な学習の時間ノにお ける指導 に関蓮 して課題 とな っていることを自由に書 ぐ。』

課題 として記述 して いることは、以下の ことが ある。

・年間指導計画

・指導体制

・教師 の力量 ・意識改革

・評価

・指導 ・援助

☆ 代表的な記述例の中には 「ね らいと生きる力を明確 に し、3～6年 を見通 した学校 として

の指導計画を作成す る必要が ある。」 と記 されている。本研究 でも系統性 をもたせた学習

活動の計画 をたてる必要性が ある と考 えた。

以上の ことか ら、育てたい5つ の力で ある 「課題設定の力」 「追究す る力」 「伝 え合 う力」 「か

かわる力」 「振 り返 る力」 を中心 として研究を進 めることが適 切で ある と考 えた。
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〈育てたい力〉

育てたい力 中 学 年 高 学 年

課題設定の力 ・自分 の課題 を明確 にする ことが ・価値 ある課題 を見っけることが

で き る。 で き る。

・情報収集の手段 を広 げいろいろ ・情報収集 の手段 を選択 し、得た

な情報 を集める ことができる。 情報 を効果 的に活用できる。

追究する力 ・見通 しをもって活動 の計画 を立 ・計 画 に沿 って 活 動 し、 よ りよ い

て る ことが で き る。 追究の方法を取 り入れる ことが

で き る。

・様々なかかわ りの中で、 自分の ・様 々なかかわ りの中で 自分の考

考えとの共通点や相違点に気づ えを深める ことができる。

く こ とが で き る。

伝え合う力 ・自分の伝えたい ことを効果的 に ・相手の ことを理解 し、 自分の考

表現す ることができる。 えを相手 に伝 えることができる

・相手の伝 えたい大事な ことを考 ・相手の話や意 図を理解 し、自分

えなが ら聞 くことができる。 の考えを深 めることができる。

かかわる力 ・進んで人や事象に関心 をもち、 ・相手の立場や対象 との関係 を考

かかわ ろうとす ることができ えて進んでかかわろ うとす るこ

る 。 とが で き る。

・自分のよ さに気づ き自信をもつ ・自分の活動を振 り返 り、次の活

振 り返 る力 ことが で きる。 動 に生かす ことができる。

・自分な りの考 えをもつ ことがで ・自分の生き方 について考 えるこ

き る 。 とが で き る。
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(2)「 育てた い思 い」 の設定理 由

小学校の新 しい学習指導要領解説 「総則編」の中では、総合的な学習の時間 にお いての指

導 につ いて次 のように述べている。

情報 の集め方、調べ方、まとめ方、報告や発表 ・討論 の仕方な どの学び方や ものの考 え

方を身に付 け問題解決 に向けての主体的、創造的な態度 を育成する こと、自分の考 えや

意見 をもった り、自分 のよ さに気付き、自分 に自信 をもった りするな どして 自己の生き

方につ いて考 える ことがで きるようにす る ことをね らい として いる。

この中で、特 に自己の生き方 につ いて考え ることができるようにす る ことをね らってい

るのは、総合的な学習の時間の特色であろう。

そ こで、本研究 では、 自己 の生き方 を見つめさせ考え させてい くには、短期 間ではな く

長 い時間 をかけて児童 を育ててい くことが大切である と考 えた。 さ らに、教師 は、 「生き

る力」の育成 に必要な力の中で どのよ うな点が まだ不十分で あるのか 、どの部分 を大 切に

伸 ば していきた いのか を充分に明 らかにす るとともに、児童 にこのよ うに育 って欲 しい と

いう思いをもって計画 をたてていくことが大切である と考 えた。

平成12年 度東京都教育委員会指導部初等教育指導課教育課程の編成状況資料では、各

学校 の取 り組 む予定 の内容 として福祉 ・ボ ランテ ィア、国際理解が上位 を占めていた。そ

こで、本研究で もそ の2つ の内容 を取 り上げて育てたい思いを明確 にしよ うと考えた。

環境

福祉 ・ボランティア

国際理解

歴 史 ・文化 ・伝統

飼育・栽培

自然体験

Illll一 ㎜ 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 ㈱㎜
灘鑛灘___
一

蹴 幽… 嗣四}… 一

讐 一 一

　

}

㎜一 囲一 一

一

醗 一

一

繍
一1

一脚一 一 照一_…
ll皿1

(%)
0102030405060708090100

本研 究では、育てたい力をそれぞれ次のように とらえ4年 間の系統性 をもたせて研究 を進め

ることとした。

福祉 ・ボ ランティア:相 手の立場を理解 し思 いや りをもち、互 いを大切 にす る心や人のた

め に役立つ ことに喜び を感 じる心 の育成

国際理解 :様 々なつなが りを学び、地球 に生きる一員 という意識 をもって共に

生 きよ うとす る心の育成

一7.



2育 てたい5っ のカ に関する事例

事例1第6学 年

(1)単 元 名 「@お どろ け!ホ ー ム ペー ジ」

STAGE1「 ホー ム ペ ー ジ全 体 構想 大 計 画」

STAGE2「 サ イ ト作成 プ ロジ ェ ク ト」

STAGE3「 ぼ くた ち の新 たな 学 び」

(2)単 元のね らい

○ 自分たちの立場 を自分たちな りに理解 し、適切な課題 を設定 し、価値のあ る情報 をホーム

ペー ジで発信す る。

○ホームページ作成過程にお ける課題 を追究 しなが ら学び を深め、イ ンターネ ッ トを通 して

の情報のや り取 りやコミュニケー ションについて学び、人 とのつなが りが大 切で ある こと

に気付 く。

O避 難地である秋川か ら情報 を発信 しようとす ることによ り、故郷 としての三宅 島を しっか

り見つめ 自分の生き方 を考える。

(3)単 元 における5つ の力の育成 と学習活動の関連について について

5つ の力 主な学習活動 支援の手だて

課題 を設定

する力

・適 切な伝達手段の

検 討

・ホームページの構

想 を練 る

・各サイ ト作成

・話 し合いの設定 、伝達手段の例示

適切な伝達方法 につ いて話 し合 う。

・GT(ゲ ス トティーチ ャー)の はた らきかけ

GTか らホー ムページ を作成す る上で大切な もの に

ついて話を しても らいイメー ジをはっき りさせ る。

・話 し合いの設定

何 を何のために伝 えるのかを話 し合 う場面 を設 ける。

追究する力 ・全体構想のプ レゼ

ンテー ション

・GTの はた らきか け

伝えた いことが的確 に伝 わるか をGTと 共 に考え る。

伝え合う力 ・完成ページの発表

・文化祭での発表

・故郷 について考 え

る

・表現の検討

自分たちの意 図が伝 わ って いるか立場 を変えて 討論

する。

・内容吟味の視点

自分たちの経験や故郷 への思 いか ら項 目立て をする。

かかわる力 ・お 世話 にな っ て い

る 人へ の メ ッセー

ジ を考 え る。

・話 し合 いの設定

具体的な人、 内容 について整理 しメッセ ージ を考 え

る。

振 り返 る力 ・自分たちが伝 えた

いことを考 える。

・伝えたいことの確認

問 い合わせの内容 の見 直 し。 メッセージは確実 に伝

わるか について話 し合 う。
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(4)指 導 計画

学校の教育目標を達成するための基本方針
○遠く離れた郷土を愛する心を育むとともに、多摩地域の自然や文化

・懲 灘難講嶽雛騰 瑛鷺 る諭 ⇒
な どを高め、 想像力を伸ばす教育を進める。

@お ど ろ け!

ホ ー ム ペ ー ジ

…e-・ ・STAGE1

16年 生ホームページ全㈱ 想大計画1
(18時 間)

膨大な数の励ましや問い合わせに対 して答える有効な方法を考 えよう 【課題設定】

畢
ホ ー ム ペ ー ジ に つ い て 学 ぼ う。

GT廣 嶋 氏=意 義 、 大 切 な こ と 、 イ メ ー ジ を もっ

究 】1

呂
プ レゼ ンテ ー シ ョン 全体構 想決 定(伝 え合 う、かか わ る、振 り返 る)

昇
STAGE2

蔚 羅
「サ イ ト作 成 プ ロジ ェ ク ト」(36時 間)

、

1担 当毎に各サイ トを作成する1

送 信 計 画 書 作 成

含 昇
検 討 絵コンテ作成

含 昇
サイ ト作成 釦 検 討 会1

作成す るサ イ トの意 義 、 内容 にっ いて は

十 分話 し合 い決 定す る。

上 のサ イ クル を繰 り返 す 。そ の過 程 で

【課 題設 定→追 究→伝 え 合 う→ かか わ る→

振 り返 る】 が 何度 も繰 り返 され る。

1●

i夢
鵯 鯛 一一 一一 一_一_一 一 一

⇔

STAGE3
畢

「ぼくたちの新たな学び」16時 間)

各サ イ トを作 製 して い く上 で 学 ばな

けれ ば な らな い ことにつ いて 学習 す

る。

秋 川 の 自然 を学 ぼ う

テ ーマ別 学習

故郷 につ いて 学 ぼ う

地 区別 テー マ別 学習

海 にっいて学 ぼう

三宅島と東京の海の違い

体験的学習
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おどろけ1ホ ー ムペー ジ

天神 島 に行 っ
這て 秋 の 海 を知

た

つ
チ
ゲ
海
ち

つ
か
ド
ラ
な
た

か
寒
ど
ク
ろ
物

よ

。
れ
や

い
き

て
す
け
メ
ろ
生

れ

で
た
ザ

い
の

に出会 えて本 当に感 動 しま した。 同 じ
海で も環 境が ちが うと住 んで いる生き
物がちがって くることがわか りま した。

で もゴ ミが捨て られていた のが少 し
腹立た しく思 えました。「海をきれいに
しよ う」 とい う看板 を読 まなか ったの
かな。や っ ぱ り海 はす てきだな あ と思
います 。太一(国 語 「海の いのち」 主

人公)の 気持 ちが わか りま した。 これ
か らもあの きれ いな海 で生 き続 けて ほ
しいです。
(写 真 は本人が海 の底 に沈んで いる空

き缶 を拾ってきた ところ)

最新ニュース

三宅島の海と東京の海
とのちがい

ど
海
も

海
い
て

ば

し

つ

え
ら
知

へ

　

し
晴

を

、
磁

ここで の行事 をみ
んな に伝 え た い。

秋 川 で の生活 は と
って も楽 しい とい

うことを。

秋川での生活

、 、
三宅島と秋川の自然

蕊
劉
勤

じ
ぱ
思
ん

楽

つ
い
さ

も
い
い
く

π
は
し
た
す

ひ
と
る
も
ま

灘
崎
甥

保護者主催 「海の学校」の開催。
三宅島の 自然を別の視点か らとらえるために

神奈川県真鶴町(夏)と 横須賀市天神島(秋)
で海 中観 察(シ ュノー ケ リング)、 森 の観
(冬)を 行 う。

多 彩 な ゲ ス トテ ィ ー チ ャ ー
・廣 島和彦氏(ホ ー ムページ作製会社勤

務)
・ジャックモイヤー氏(海 洋学者)
・海野義明氏(ネ イチ ャーガイ ド)
・長谷川氏(三 宅島元気農場)な ど

避難してから今に至るまでのい
ろいうな方からの励まし
"母 一 一㊥ 一一'騨

全国の人に三宅の ことを知 って もら
いたいので これか らも楽 しみなが ら

早 くホームページ を作って いきたい

愈
各サイ ト作成へ

奮
ホー ムペー ジ全 体構 想 プ レ
ゼンテー ション

曾
グループごとに企画を練る
GT廣 島和彦氏

曾
た くさんの励 ま しや問 い合わせ に答 え、自分た
ちの思いを発信 していくの に適切な方法を知 る。

「ホームページとは何か」

倉
自分たちが伝えたいことや伝えたい思い

ぼくにとって初めてのホームページ作 りです。三宅や秋川の こと、最新ニュースな ど
で、僕たちのことを目一杯伝えよ うとしています。

今は秋川の ことが 中心だ けど僕たちの故郷 「三宅」の ことをこれか ら伝えていきたい
です。 まだできているペー ジよ りできて いないページの方が多い。だか らもっ とス ピー
ドを速 くしつつ、内容 を深 く濃 くして見てもらいたいと思います。
今、担当しているのが海のペー ジ。三宅の海 と真鶴 と天神島のことも載せる。 このペ

ー ジで三宅の魅力のひ とつ、海のことを知って もらいたい。ホームペー ジ作 りこれか ら
もがんばるぞ。
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魎
歌広 場 ・寮 内ア

ンケー ト

い

つ
な
し

思
作
ん
ほ

の
て
み
て

へ
め
を

つ

郷

込
歌

知

。

故

を
た

に
い

伝えあう力

故郷三宅島
地区毎 に自分の故郷 を
思いを込めて紹介する。

'噛 ♂,
lJ,'t'

,t・lt,..
の ゴ コカ

ホ ー ム ペー ジ上 で
の 交 流 学 習 ・転 校

生とのや りとり

振 り返る力

三宅島と秋川の

紹介

ク

ク

る力

＼

三宅 の特
品は 自然の も
のを使 ってい
て とて もいい
んだ!

クイ ズ ・過去 へ
・未 来 へ

かかわ る力

課題を
設定す る力

＼

ρ'
1

'咀 、

81'
、9つ

'
'

'

二宅 にいた
の生活を知 っ
てほ しい!

e

、

道 徳 地 区 公 開講 座
「故郷 を考 える」

自分の故郷 のイ メー ジを明確 に
もち故郷 にっ いて 自分な りに定
義する。
GT(三 宅 島の大先輩)か ら話
を聞き、故郷が育んで くれ た も
のへの洞察 を深める。

児童の故郷 の定義
・「心 の支 え、元 気の源」
・「毎 日通 った道 、みんな
と学んだ学校、心 に強 く

残っているもの」
・「私 たちの 生活 を支え見

守って くれるところ」

、
「」
、

=?1ご4

僕たちの故郷は豊かな
と ころだ。 もどった ら

ま ず …

避難 という現 実

新 しい場所での
生活

宅島を思う気
持ち

三宅の自然の回復を自

一禦 『欝L-一 畢 …

考察
全ての学習 は有機 的につなが り、それ は、一つの木が時間 を

かけ太 く逞 しく成長 していく様子 に例え られる。
木の成長に必要な要素は太陽 ・空気 ・水 ・大地。
大地は生活そのもの とそ こに生 じる思 い。空気は学習環境(人

とのかかわ りを含む)。 水は様 々な出来事。太陽は家族をはじめ
とする多 くの人の愛 と考え られる。

ホームページを作製 していく過程で新たな課題が発生 し、他
教科 との関連の中で解決 し学び を深めてい く。学びは学校 の中
に留 ま らず、保護者主催行事 としての 自然体験学習 にも結びつ
き発展す る。総合的な学習の時間の場合、その学びの形は学校
の枠 におさまらず、児童の 日常 にまで浸透す ることが望ましい。

それは生涯学習 につなが るか らである。5つ の力は学習 の全
て に遍 在 している。ひとつの学習のなか にも螺旋構造 で存在 し
ているといっていい。「課題 を見つ け、追究 し、伝え合 い、かか
わ り、振 り返 る」 この過程が繰 り返 され学習が深まっていく。
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事例2(第5学 年)

(1)単 元 名

「四小 を見 つ め 直そ う。」

」桝 黛 饗
卸

箋嫌 ・ 　 溝

麟

(2)単 元のね らい t'Skeltn

e・■.t、

○昔 の四小の様子 あるいは現在 の四小 につ い

て関心 をもち、調べ る課題を設定できる。

○情報の収集の仕方 ・マナー ・まとめ方を学び

課題 を主体的 に追究す る。

刈

綿

禽 臥

㌧ チ 幽

＼

○ 自分たち と同 じよ うに四小で学 んだ多 くの先輩の存在 に気付 き、四小をよ りよい学校 に

して いこうという意欲 を喚起す る。

(3)単 元の設定理 由

本校 は昨年創立50年 を迎えた。今年度 は50周 年記念の様 々な活動が予定 されて いる。

航空記念写真 の撮影 な ど既 に行われた もの もある。 この機会 に自校 を見つめ直す ことに興

味 ・関心 を示す児童 もいるだ ろう。

現在 の四 小を改めて見つめ直 した り、50年 の歩みを調べた りす ることは多 くの児童 の

知的好奇心 を喚起す るだろ う。そ して この活動 の中で児童 は自ら課題 を見つけ追究 して い

く資質や能 力を培 うことがで きる と考えた。さ らに単元 の最後 に3年 生 に発表 会 を開 くこ

とにした。発表会があれば調べた ことをまとめなければな らない。相手が3年 生であれ ば

わか りやす い言葉で、工夫 して伝えなければな らな い。 こうしたまとめの活動が追究 をよ

り確かな ものにす ると考えた。

響憲

ド

》

～

璽
毒

鞭
欝

轟

亀 亜

ピ

㌧謹'

ψ

が

㌔

磁

駕 晦 、

撒 鍵i・"

藁1羅鉱罰
:撃卜窪{多

こ　 諏

瓠

50年 の歴史 を調べれ ば今 と違 う学校 生活

があった ことにも気付 くであろう。さらに、

四小は 自分たちだ けの学校ではな く多 くの

先輩が学んで巣立 って いった学校で もある

ことにも気付かせた い。保護者や地域の方

方が様々な協 力を して下 った ことにも気付

いてほ しい。

言 い方 を変 えるな らば、50年 の歴史 の

多 くの 「四小っ子」の 中に今の 自分がいる

という認識 をもたせた い。
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(4)学 習活動 と 「育てたい5つ の力」

課題設定の力
・「四小を見つめ直そ う」

という共通 のテーマか

ら、各 自の興味 ・関心

に基づいて課題 を設定

できる。
・どのように調べ るのか

あるいは どのようにま

とめてい くのか、ある

程度見通 しをもてる。

追究す る力
・最後まで意欲的に課題

に取 り組む。
・適切な資料 ・手段で情

報を収集できる。
・見通 しをもって調べた

りまとめた りできる。
・追究の過程で新 たな課

題が出てきた ら、課題

を変更 した り追加 した

りして追究できる。

)一 自己を振 り返 る力

轟
i・ 四小の昔調べ等 に

iり 改めて 自校 につ

i.蕪懸i
」■■「,」 ■7,」 ■「'」 ■7,」 ■「'」 ■■7,」 ■■7,4■ ■「i

主な活動と支援

①50周 年 を機 に四小 を見つめ

直 し3年 生 に伝え ようと投 げ

かける。

②何を調べた らいいか検討する。

③ 課題別のグループを作 る。(2
～5人)

【支援】適切な課題 が設定で き

るよ うに助言 した りグルー プ

編 成 を援助 した りす る。支援

が必要な グルー プには資料 も

紹介す る。

〈3時 間〉

① グルー プ ごとに課題 を追究 す

る。

②3年 生 に も理解 できるよ うな

まとめ方 をする。

〈追究手段 ・方法〉
・卒業生 にイ ンタ ビュー ・ア

ンケー トをする。
・在校 生 ・先 生にアンケー ト

をとる。
・本(30周 年記念誌 ・わた

したちの四小 ・昔の写真 ・

アルバム等)を 調べる。

【支援】活動 計画立て ・調 べ方

効果 的な発表 の仕方(例:紙

芝居,新 聞 、ポスター 、クイ

ズ)に つ いて支援す る。

〈8時 間〉

①3年 生に発表会をす る。

②調べた り発表 した りしたこと

を振 り返る。

【支援】学習 カー ドを書 くこと

によ り自分 の活動や気 付きを

振 り返 るこ とができるよ うに

する。

〈2～3時 間〉

グルー プの中で

追究 の方法につ いて

検討できる。

情報を

収集した

り得た情

報を効果

的に表現

できる。

1●9、

!、

'情 報 を 、

1提 供してl
I下 さ る方 に1

竃 対 し適 切'

、 に対 応'

す る。!
、1

㌔'

・内容 に適 した効果的な

表現方法 で伝えることがで

きる。
・機器の使い方 を知 り効果

的に活用できる。

チ ヘ
ノ へ

,、

! .友 達 の発表 をしっか り聞 ＼

,い て伝 えた いことを理解できる。、

い 自分たちが調べた こと以外の情'

＼ 報を知る・ ア
、 ノ

、 ♂9、'
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(5)実 践記録

五
十
周
年
を
機
に

四
小
を
見

つ
め
直

そ
う

【課題 設定】

)一'一'一'一'tt"'t'"'一'A"t'「1課 題 グ ル ー プ

1教 師の はた らきか け1
　 　
L",」Vt-,一71」V,e,一.ノ 」r,」r,"r」 一 ・ノ」)

)一'一'一'"'一'v't't

lr四 小 は 今 年 で50i
ヘ へ

亀周 年だ けど、今 まで隔
　 へ

!不 思議だな?知 りl

lた いな と思 って いたl

lこ とがあ りますか?』l
b-_.一..V,_._.V,」1

δ
1-'"'a「'」 「'v'e'"'■

i児 童 の 反 応i
へ 　

It・A・ ・一 ・・一 ・'」7・e'av'→
　 へ

馳「四小が でき る前 こ購
　 へ

1こ は病院 だった ってl

l本 当?」l

l「校 歌は誰が 作 ったl

iのか知 りたい・」i

i「 四小がで きた頃のi

l様子 は どんな だ ったi
　 　

馳のだ ろ う?」 聰ヘ へ
b-rt_r,-r」rr一r,-t-.)

課

選
択

・
決
定

【 課 題

・校 章

・校 歌や 運

動会の歌

・施設

・卒 業 生 に

ア ン ケ ー

ト
・昔 の給 食

調べ

・四小 が で

きた頃
・謎の彫 刻

・新 幹 線 が

四 小 に 来

た?

【自己 を見 つ め る 】

調べる活動

・校長先生 に尋ねた。

・音楽の先生 に尋ねた。運 動

会 の歌は、前の音 楽の先 生

に尋ね るように と言われた。

・古 くか らいる先生 に尋ねた。

(が 、わか らなか った。)

・アンケー トの作成、実施。「四

小の良 いと ころは どんな と

ころですか」「今の四小 の児

童 にメッセー ジが あった ら

お願 いします」等 々。

・給食セ ンター ・市立 図書館

か ら資料 を取 り寄せた。

・開校 当時 に在籍 して いた方

に話 をうかが った。

・彫刻 を再度見直 した。寄 贈

者 に話をうかがった。

・古 くか らいた先生に尋 ねた。

鉄道公園 にも行 って係 りの

人に尋ねてきた。

巴'亀 ・ct古 いκ燃 あt,駄 旨・'キ芝 勤 ・

8000人 近 く も い 「(すゴ い 。翫κな私 窪 の

先 蓼 なん丘"ヒ}巳歌 。

麹 黛飾撫 し～給倉魚 雅 畷
ち燃,隊 ソζレた。ほ滋墜 獺 ガ凌 ↓子ナみ.
、た 。

朴 ζ電話 話 戚 糠 汗7殉 フ燃
煮.鷺 煮 知雄 ζ=1り鉦経 験硫庶.

一14一



の 追 究 】

・先 生方 に尋ね る時や電 話

で尋ねる時のマナー

・30周 年記念誌 ・古 い写

真やアルバムの紹介

・思 うように進 まな いグル

ー プの追究方法等示唆

・アンケー ト項 目の追加

・アンケー トの処理の仕 方

の助言

・ア ンケー ト結果の まとめ

方の助言
・イ ンターネ ッ トでの調べ

方

・質問項 目の精選 ・追加や

まとめ方の助言

・ま とめる時に有効 なデ ジ

タルカメラの使い方

・グルー プで放課後 に調べ

に出かける時 の注意事項

わか った こと

・校章は青梅 とい う地名 にちなんで梅の花をデザ イン した
。梅

は百花 に先立って咲 き、香 りも…… ・

・校歌は西条八十作詞、渡辺浦人作 曲。運動会の歌は当時の音

楽の前 田美子先生 と児童会の子 どもたちで一緒 に作った。

・昭和32年 、体 育館の建設 のために10円 貯金を始めた。

日も早 く体育館ができるように、という願 いの表れ…。

・四小の 良いところ:「 自然に恵 まれて いて伸び伸び として い

る。」 「縦割 り班活動が、兄弟が少な くなって しまった現在で

は、人間関係 を学ぶのにとて も良いと思います。」等々

・今の児童へのメッセー ジ:「 勉強や友達 との ことでいろいろと

困った り悩んだ りすることもあると思 います。で も…。」
・昔はく鯨の竜 田揚 げ〉を食べた りく脱脂粉乳〉を飲んだ りし

ていた。〈脱脂粉乳〉 はまず くて…。

・一小か ら椅子や本 を持ってみんなで蟻の行列のように歩いて

きた。校庭 はまだで こぼこだった…。

・野鳥 を大切に しようと愛鳥の学校作 りを した。その記念 とし

て鳥の彫刻を作って もらうことにな りました…。

・新幹線が四小付近 に着 いたのは夜の12時 を過 ぎていま した。

根 ケ布方面に向 いてた車体 を鉄道公園の方 に向けるために、

正門の近 くのブロック塀を壊 しました…。

編
灘

・
《

.て

み

墜

』

詐翻嶋
一 縛紅 ハゼ ノ

ニ談
タ〆

㌔ぎ

1'
4

調 べ たLと を3年

生1伝 え よ う1
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3育 てたいカと育てたい思いに明確にした指導計画

(資 料1)「 福 祉 」

相 手 の 立 場 を 理 解 し 、思 い や り を も ち 、
育
て 人 の た め に 役 立 つ こ と に 、 喜 び を 感 じ
た

具 ○様々な立場の人が生きている ことを知 ○地域のバ リアフリーを考えることによ
い 体

思 的 り、かか わ りを もと うとす る。 り、障害のある人へのかかわ り方 を見つ
い 套 め直す 。

単 3年 生 4年 生

元 「障害 につ いて 知 ろ う、考 えよ う」 「私 の街 のバ リア フ リー 」

名 (20時 間) (25時 間)

○町探検で見学した養護学校のことを思 ○ 「バ リア フ リー 」 とは何 か を知 り、 身近

い出 し、思 った こと を話 し合 う。 にあ る様 々な 「バ リア」 につ いて知 る。

・養護 学校 のVTRを 見 る。 ・障害 に関す る絵本を読み、話 し合う。

○障害のある人のことを知る。 ○障害 に関 しての体験活動 を行 う。
・アイ マス ク体験 ・点字の本を読む ・手話

主 ・障 害 のあ る方 と交 流。 ・車椅子体験

・ボ ラ ンテ ィ アの方 の話 を聞 く。 ・障害のある方 との交流

な ○ 自分の調べたいことを見つける。 ○追究 したい ことを見つ け、調べる。
・関係 のあ る本 を読 む。 ・障害のある方に役立つよ うな課題 にな

活 ・いろ いろ な調べ る方 法 を知 る。 るよ うにす る。

○ ブ ック トー ク を行 う。 ・自分な りに見通 しをもって計画 を立て

動 ・視点 を決 め 、 グル ー プで 本 を集 め 、 る 。

紹介 しあ う。 ○発表会 を開く。

○学習 した後の感想を書 く。 ・聞き手に学んで得た ことが伝わ るよう

に発表す る。
・友達の発表のよいところを見付 ける。

○活動を振 り返 り、自分の考えをまとめる。

① ・体験 を通 して障害 について調べたい こ ・体験活動や 自分の生活を振 り返 った り、

とを明確 にもつことができる。 友達 と意見 を交換 した りしなが ら、課題

を明確 にもつ ことができる。

育 ② ・先生や周囲の人か ら話を聞いた り、い ・調べ る順序、方法を見つ け、計画を立て

くつかの資料 の中か ら選 んだ りして 、 る ことがで き る。

て 必要な情報を得ることができる。
・情報 を得るための様々な方法を知る。

た ③ ・ブ ック トー クな どの活 動 を通 して 、 自 ・学んで得た ことや考えが伝わ るように話

分が伝 えた いことをはっき りさせて表 す相手を意識 して、表現す ることができ

い 現することができる。 る 。

・相手が伝えたい ことの大事な ところが ・自分の考えとの共通点や相違点がわか

五 わ か る。 る 。

④ ・障害のある人や周 囲の人々、事象に進 ・障害のある人や周囲の人々、事象に進ん

つ んでかかわろ うとす ることができる。 でかかわろうとすることができる。

⑤ ・障害のある人に対 しての 自分の考 えを ・障害のある人のためにできる ことを考え

の もつ こ とが で きる。 る ことがで き る。
・自分 の活 動 を思 い出 し、 よか った と こ ・自分や友達の活動を思い出 し、よかった

力 うに気付 くことができる。 ところに気付 くことができる。

① … 課 題 設 定 の 力 ② … 追 究 す る 力 ③ … 伝 え
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互 い を 大 切 に す る 。
る 。

○ 生まれてか ら今 まで成長 していることに喜 ○地域 にある特別養護老人ホームの人々との交

びを感 じ、命の重さを実感 し、自分 も周 り 流を通 して、相手の立場や思いを理解 し、共

の人 も大切にしようとす る。 に生 きて い こ うとす る。

5年 生 6年 生

「かがやけ!ぼ くの命、わたしの命」 「高齢者 の方 と交流 しよう」

(27時 間) (27時 間)

○妊婦さんの話を聞く。 ○身近な高齢者か ら話 を聞く。
・日常生活で大変な ことや誕生する子への ・高齢者が子 どもの頃の話や、これまでの経験、

思いや願いを聞く。 生き方などの話 を聞く。

○新 生児の人形を抱 いた り、生後5ヶ 月の ○高齢者の体験 グッズを利用 し、高齢者の体 に

赤ちゃんとふれあった りする。 つ いて考 え る。

○命の誕生について追究 したい ことを見つ ・自分の体 とお年寄 りの体 との違 うことに気

け 、 調 べ る 。 付 く 。

・親、助産婦、保育士、幼稚園教諭 に話 を ○特別養護老人ホームの方 と交流す る。

聞 く 。
・介助の方 にどのような気持ちで高齢者 と接

○保育士の手伝 いの計画を立て、保育園で園 して いる のか 、話 を聞 く。

児 と交流する。 ○追究 したい ことを見つける。
・保育士 の方 にどのような気持ちで園児 と ・高齢者の生き方や経験の話 を聞き、追究 して

接 して いるのか 、 話 を聞 く。 い きた い こ とを考 え る。

○保護者、保育園の先生を招いて発表会を行 ○追究 してきた ことをまとめ、発表する。

う 。
・高齢者の方 も話 を聞いてもらう。

○活動を通 して学んだ こと明 らかにし、 これ ○活動を通 して、自分が学んだ ことを振 り返 る。

か ら調べていきた いことを見つける。
・「命の誕生」 について、持続性のある課題 ・「生 き る」 こ とに つ いて 、 持 続性 の あ る課題

か、価値のある課題かを考 えて設定するこ か、価値のある課題かを考えて設定すること

とが で き る。 がで き る。

・追究の過程で必要となる情報や考え方を自 ・追究の過程で必要となる情報や考 え方を自ら

ら収集 しなが ら、解決の見通 しをもって追 収集 しなが ら、解決の見通 しをもって追究す

究することができる。 る こ とが で きる。

・命について学んで得た ことを効果的に伝え ・「生 き る」 こ とにつ いて 学 ん で得 た こ とを、

る手段 を工夫 して表現することができる。 様 々な方法か ら選択 し、わか りやす く表現す
・相手の話や意図を理解 し、自分の考えをも る こ とが で きる。

っ こ とが で きる。 ・相手の話や意図を理解 し、自分の考えをもつ

こ とが で き る。

・保育士や 自分の親の気持 ちを理解 し、園児 ・高齢者や周 りの人々の気持ちを理解 し、進ん

に進んでかかわろうとす ることができる。 でかかわろうとすることができる。
・家族、保育士、園児 とかかわ り合いなが ら ・これまでの活動をもとに、自分の生き方を振

自分が育ってきた ことを振 り返 り、考えを り返 り、考 え を深 め る ことがで き る。

深めることができる。 ・自他の命 を大切にし、これか らの生活 に生か
・自他の命を大切に し、 これか らの生活に生 す ことが で き る。

かす ことができる。

合 う 力 ④ … か か わ る 力 ⑤ … 振 り 返 る 力
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(資料2)「 国 際理解 」

様 々 な つ な が りを 学 び 、 地 球 に 生 き る 一 員

育 ○地域の自然や文化 を理解す るとともに、 ○自国の自然や文化を理解するとともに
て 各地の文化や生活の様子に関心をもっ。 諸外国の文化や生活の様子に関心をも

た 具 ○大根栽培 を通 して、各地の学校 とメー とう とす め る。

い 体 ル等 による交流 を行 い、コミュニケー ○外国人講師 との交流会を通 し、様 々な

思 的 ションを進 んで 図ろうとす る態度 を育 方法で積極的にコミュニケー ションを

い な て る 。 図 ろ う とす る。

姿

単 3年 生 4年 生

元
噂 一 一}oo鴨o-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 隔 一 一 一 一 層 一 〇 冒,一 一,一 冒 一 〇 一 一 一 一 一 ●

「桜 島大根 と練馬大根をいっ しょに
''"一 一卿'冒一 丁画 際 交 流 套 陵…禰 こ づ]'一 一 一'

名 育て よ う!」(22時 間) (20時 間)

○課 題 をつかみ、大根栽培 につ いて調べ ○課題を決め、 日本のことについて調べ

る 。 る 。

・畑 作 り、種 蒔 き、 イ ンター ネ ッ トと ・行事 、伝 統 、食 べ物 、地 域 な ど

メール体 験 、 ネチ ケ ッ トを学ぶ 。 ○発表 し合 う。

主 ○追究す る。 ・発表 を見合 う ことで 、共 感 し合 い 、
・身近 な人に聞 いた り、図書館やイ ン よ り日本について理解す る。

な ターネ ッ トで 調べ た りす る。 ○外国人講師の国 について調べ る。

○各地の小学校 と大根栽培 を通 して メー ・会話 の土台 とな るための下調べ をす

活 ルで交流する。 る 。

○発表会 を行 う。 ○国際交流会を開 く。

動 ・各地 の大根の育ち方の違 いや各地の ・遊びを通 して交流を深め る。

生活の様子 についてまとめる。 ・日本 につ いて 調べ た こと を教 え る。

・大根 祭 りを行 う。 ・外国人講師の国についてよ り深 く教

○活動の振 り返 りをする。 わ る 。

・各地の大根 につ いての思 いや願い に ○活動の振 り返 りをす る。

気付 き、次の活動への意欲をもつ。 ・外国と日本の共通点、相違点 に気付
・メール で感 謝 の気 持 ち を送 る 。 き、次年度への意欲 をもつ。

・手紙で感謝の気持ちを表す。

① ・これか ら自分が学びたい ことを教師や ・日常生活や身近な 自然 ・地域か ら課題

友だちと相談 し、決めることができる。 を見つけることができる。

② ・調 べ方 のいろいろな方法 を知 り、情報 ・活動の計画を立て、いろいろな手段を

を集めることができる。 使 いなが ら、必要な情報 を集めること
がで き る。

育
て

た ③ ・自分が 伝 え た い ことを はっ き りさせ て 、 ・相手を意識 して、自分の伝えたいこと

い 表現す ることができる。 を効果的に表現することができる。

五 ・相 手の伝 えたい ことや伝 えた い思いに ・相手の伝えたい ことや伝 えたい思いに

つ 共感す ることができる。 共感 し、 自分の感想 を持つ ことができ

の る 。

力 ④ ・活動 に対す る意欲を もち、進んで身近 ・課題意識をもち、進んで人や事象にか

な人や事象 にかかわろうとする。 かわる ことができる。

⑤ ・大根栽培 につ いての交流 を通 して、 自 ・日本 と外国の違いを認め、それぞれめ'

分 の地域 と他の地域 のつなが りに気付 よ さに気 づ く。

く ことが で きる。 ・努力 した こと、成長 した ことを喜びや
・努 力 した こ と、 成 長 した こ と を喜 び 、 励み とし、自他を生かす活動に意欲 を

活動に意欲 をもつ。 も つ 。

① … 課 題 設 定 の 力 ② … 追 究 す る 力 ③ 一・・伝 え
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と い う 意 識 を も っ て 、 共 に 生 き よ う と す る 。

○ 自国 と比較 しなが ら興味のある国につ いて

一

〇現在の世界情勢 を見つめる とともに、 自分

調べる活動を通 して 、世界 には様 々な異文 たちの生活 を振 り返 り、何か世界のために

化がある ことに気付 き、 これを尊 重 し、共 援助活動ができないかどうか考えようとす
に生きていこうとする態度 を育てる。 る 。

○他国 を知 ることと同時 に、 自己の生活や 自 ○援助活 動の実践 を通 して、一地球人 とい う

国 を見つめ直 し、 自分 の関心や視 野を広 げ 意識をもち、今後の実践や活動に意欲をも
よ うとす る。 と うとす る。

5年 生 6年 生

「広 い世界、す ごい世界、お もしろい世界!」 「地 球SOS!!」

(30時 間) (30時 間)

○米 につ いてテーマを決め、各 自計画を立て ○現在の世界情勢を知 り、状況の不安定な国

調べ学習をする。 につ いて知 る。

○いろいろな米を試食する。 ・自分た ちの生活 と比較 し、活動への意欲

・日本の米 、外 国の米を試食 し違 いに気付 付けをす る。

く 。 ○ユ ニセ フな どの援助活動 を して いる団体 に

○世界の米料理 について知 り、実際 に作 って ついて知 るとともに、各国の状況 につ いて

み る 。 調べ発表 し合 う。
・ゲ ス トテ ィー チ ャー を迎 え る。 ○援助活動計画 を立てる。

○ 日常 生活の中で外国とのつなが りを調べる。
・自分た ちのすべき ことは何か、な にがで

○興味のある国について調べ活動 をす る。 きるか と話 し合 う。。
・グル ー プを作 り、活動 計 画 を立て る。 ○地域や他学年に自分たちの考えた援助の形
・各グループをその国の旅行社 とし、調べ を発表す る。

る視点 を明確 にす る。 ※発展活動 として一 リサイクルバザー

○中間発表 をす る。 募金活動

○プレゼ ンテーションをす る。 物品収集 等
○活動の振 り返 りをす る。 ○活動の振 り返 りをする。

・や り遂 げた達成感 を味わ う。 ・活動の達成感を味わ う。
・学習 を通 して 自分が学んだ ことを考える。 ・ボ ランティア活動の意義 に気付 く。

・価値 ある課題 、追究可能な課題 を設定 し、 ・課題を吟 味 し、 自分の力で価値 ある課題追

調べ活動 の見通 しをもつ ことができる。 究可能な課題 を見つけ、活動 の見通 しをも
つ ことがで き る。

層 曙 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 卿 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

・課題 を意識 しなが ら、必要な情報 を適切な
一 一 一 一 一 薗 伽 凹 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

・課題 を意識 しなが ら、必要な情報 を適切な

手段 を用 いて収集 し、整理 ・活用すること 手段 を用 いて収集 し、効果 的 に整理 ・活用

がで き る。 することができる。
・得た情報 を活用 して 自分の考えをもち、新

たな課題 を見つ けることができる。
一 一 暉 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 畢 一 一 一 呵 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 畠 一 一 一 一 一 一 一 一 層 一

・適切な表現方法 を用 い、伝えたい ことを表
一 一 一 一 一 〇 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 層 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 唱 一 桶 一 鱒 一 一 一 一 一 一 一

・伝えたい ことが的確 に伝 わるよ うに工夫 し

現す ることがで きる。 て伝える ことができる。
・相手の伝 えたい ことや伝えたい思 いを理解 ・相手の立場を考 えなが ら、伝 えたい ことや

解 し、 自分の考 えをもつ ことができる。 伝えたい思 いを理解 し、 自分 の考 えを深め

るめ る こ とがで き る。
幽 一 一 ■ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 周 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 〇 層 一

・課題追究 のために必要な人や事象 を選択 し、
曙 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 曜 一 一 一 一 ■ 一 一 層 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ 一

・課題追究 のために必要な人や事象 に対 し、

進んでかかわろうとす る。 感謝や尊敬 の気持ちを もち、進 んでかかわ

ろ うとす る。
・自国 と他国 について学 んだ ことを振 り返 る ・一地球 人 としての 自覚を持 ち、自分 ので き

と同時 に、互 いを尊重 し、共に生きて いこ る ことを考えることがで きる。

うとする意識をもつ ことができる。 ・人のために役立つ活動を通 して、喜び を得
・自己の成長 に気づ き、学んだ ことを生活 に るとともに、自分の成長 に気付 くことがで

生かそ うとする ことができる。 き る 。

合 う 力 ④ … か か わ る 力 ⑤ … 振 り 返 る 力
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皿 研究の成果 と今後の課題

1研 究成果

(1)研 究主題 にかかわって

① 「自ら課題 を見つける」 について

○身近な教材や共通 の経験な どか ら課題設定するよ う支援する ことで児童だけの発想

では見 い出 しにくか った 「価値 ある課題」 「追究可能な課題 」な どを捉 えやす くす

ることがで きた。

○学習過程 の段階にお いて、課題 を十分吟味す る時間 をとる ことで、どんな課題が 「追

究可能な課題」か気付 き、考 え られるようになった。

○互いの生活 に身近で共通す る 「教材」や児童の興味 ・関心の高い課題 を設定す るこ

とで、児童は意欲 を持続す ることができた。

② 「追究す る」 につ いて

○課題 設定、追究、 まとめ という経験 を段階的に行 うことによって、追究にふ さわ し

い課題 、調べる多様な方法や有効な手段 、わか りやす いまとめ方 、伝える ことを意

識す るよさ、など児童の様 々な気付きが見 られた。

○学習カー ドの利用や、中間発表会 を設けることによって、相互 評価や 自己評価が活

発に行われ、豊かな人間関係が培われて きた。さ らに、 自分のよさや可能性 を認め

られ ることで、よ り意欲的な学びの姿勢 につなが った。

○個 々の学習課題 を大切 にし主体的 に学習 を進める中で、次の学習 に向 けてよ り意欲

的に学び続けようとする場面が、多 く見 られるようにな った。

○共通 のテーマを設定 し追究す ることで児童の興味 ・関心が高ま り、意見交換 などの

活発な活動が見 られた。

○学習テーマに合 ったゲス トテ ィーチ ャーな どの人選や、その人材 と活動内容 の綿密

な打 ち合わせ を十分 にす る ことで、学習活動を効果的 に行 うことができた。

○情報機器の活用は、他地域の人 との交流 を可能 に し、情報の収集 ・発信にとどまら

ず、互 いの立場 を意識 し尊重す るな ど、心情面の育成 に大いに役立 った。

③ 「自己 を見つめる」 について

○学習活動の中で意図的に自分の思いや考えを振 り返 る場 を設ける ことで、児童は 自

分 の変容 を知 ることができた。 また、 自分を見つめ これか らの自分 について考える

ことに有効だった。

○ 「振 り返 りの時間」を設定 し自分の活動 を客観的 に確認す る ことで、 自分 と友達 の

違 いに気付いた り、お互 いを認め合 った りす ることができるようになった。

○ 「振 り返 りカー ド」によって児童 の活動状況 を把握 し、個 に応 じた適 切な援助 をす

ることができた。
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(2)サ ブテーマにかかわ って

○ 「育てたい5つ の力」を教師が意識 して指導 計画 を考 える ことによって、他教科 で

身に付 けてお くべき基礎 ・基本が明確 に見えて くるよ うになった。

○ 「育てたい5っ の力」 を考 えることは、児童 に育てたい力を具体的 に見取って いく

手がか りとな り、指導 計画 を立てやす くなった。

○ 国際理解や福祉の領域 を取 り上げ、系統 的な指導計画(3～6年)を 具体化で きた

ことは、発達段階 を追った 「育てた い力」を明確 にす る という点で効果的で あった。

○ 「育てたい力」や 「育てた い思い」 を明確 にする ことで 、教師が単元 全体 の見通 し

をもつ ことができた。 またその ことによって、児童 が主体的 に活動にかかわ ること

ができるようになって きた。

2今 後の課題

(1)研 究主題 につ いて

① 児童一人一人の興味 ・関心 に応 じた学習過程や学習形態、学習時間の工夫が さらに、

必要である。例 えば、学年を越 えて継続 して行 う長期 の学習過程、異学年理解 を 目的

とした合同の学習形態、短期 に集 中して行 う必要が ある単元 を設定 した場合の学習時

間運用 の工夫な どがあげ られ る。

② 児童への支援 の在 り方 と、よさを伸ばす評価 の在 り方 につ いて研究 していくことが急

務である。例 えば、児童の課題 に合わせた適 切な支援の在 り方や 、児童の学習に生き

る評価の方法が考え られる。評価 には単元のね らいにあ った学習カー ドの種類や評価

項 目の検 討、多 くの 目で児童 を見取るための学校全体 の指導体制づ く りがあげ られ る。

③ 児童 の追究活動の充実 を図るため には、教師側 の情報収集の在 り方やネ ッ トワー ク活

用 の工夫が必要である。

④地域の特色 に関連 した素材 を開発 し教材化す る際 には、地域 をよ く知 り地域 の理解 と

協 力を得るための配慮 をす るとともに、ね らい達成のための打 ち合わせを十分行 う必

要がある。また、地域内の保育 園 ・幼稚 園 ・中学校や 、そ のほか の様々な施設な どと、

常 に協力体制 をとれ るような連携 が必要である。

(2)サ ブテーマについて

① 「育てた い力」を付 けた り 「育てた い思 い」 を育んだ りす るため には、長期的で系統

性のある指導計画が必要である。

② 「育てたい思 い」 をさらに育んで いくため に、学級の実態 に応 じて意 図的 に活 動場面

を設定 し、課題 をもたせ ていくことも必要である。

③ 「総合的な学習op時 間」 と各教科、道徳 特別活動のね らいを含め た関連性 のある指

導 計画を年間を通 して学校全体 として位置付けて いく必要がある。
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